
   
 

 

中高一貫校に関する検討協議会（第２回）報告 

  

日 時  平成２６年２月５日（水）１４：００～１６：１５ 
場 所  本庁舎２階 第１特別委員会室 
出席者  委員１６名   

  

◎ 事務局より、「サテライト校保護者説明会報告」、「教育課程について」、「高

大連携について」、「魅力ある取組の実践について」「連携型と併設型について」

について説明がなされ、委員からは次のような意見等があった。 

 

＜教育課程について＞ 

○ 生徒が進路や科目選択のアドバイスを受けられるシステムが必要である。 

○ 双葉郡ならではの魅力を取り入れた教育課程にしてほしい。 

○ 入試はどのように行うのか。 

 

＜高大連携について＞ 

○ 県内の全大学を含めて考えていくべきである。 

○ どんな人材を育成するかについての共通理解が必要である。 

○ 大学生と高校生が効果的な関わりができる。 

○ 新高校からの福島大学への推薦枠については、大学においてこれから検討

する。 

 

＜魅力ある取組の実践について＞ 

○ （隠岐島前高校視察の報告）地域全体で子どもたちを育てる視点が大事で

ある。 

○ まず大人がそしてこの学校を卒業した子どもたちが戻ってきたいような町

づくりも並行していかなければならない。 

○ 地域コミュニティーが大切であるという観点から学校の近くに社会教育施

設の設置も。 

 

＜連携型と併設型について＞ 

○ 早期に併設中学校を作ってほしい。 

○ 双葉郡から他地区の学校に転校した小中学生への新高校入学への特例制度

を作ってほしい。 

 

＜その他＞ 

○ （子ども未来会議の報告）子どもたちは、個性を伸ばす楽しい学び、座学

ではなく動く授業を求めている。 

資料７ 


